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４ 道徳教育の充実

【指導課関係調査１２月より】各学校では道徳の授業が、地

域や保護者に公開されており、 生活にいかそうとしているか

Ｈ２７ Ｈ２８道徳の教科化に向けて、道徳教 上益城

育の充実のための取組がなされ、 小学校 ％ ％85.0 91.0
「道徳を自分の生活に生かそう 中学校 ％ ％86.0 90.0

（ 「アしている」＋「イどちらかといえば」の割合）としているか 」という設問（右。

表）の結果に、その成果が表れています。

本県独自の教材「熊本の心」のＤＶＤを積極的に活用し、郷土の歴史や

自然について関心のある（郷土を愛する）児童生徒を育みましょう。

(1) 平成２８年度からの「特別の教科 道徳（道徳科 」の実施に向けて）

（熊本県教育委員会作成リーフレットより）

下記の５つの提言を参考とし、小学校は平成３０年度・中学校は３１年度か

らの道徳科の授業の実施に向けた教育活動の推進をお願いします。

甲佐町立乙女小学校では、

道徳ノートを活用し、継続

的に成長の様子を残し、次

時の活動に生かされていま

す。

≪提言１ 道徳科の授業≫

児童生徒が、自己を見つめ、自己の生き方や人間と

しての生き方について考えを深めるために、多様な指

導方法を活用しましょう。

≪提言２ 道徳科の評価≫

児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継

続的に把握し、指導に生かすことができる評価活動に

努めましょう。

≪提言３ 道徳科における指導体制≫

校長や教頭、他教職員との協力的な指導などについ

て工夫し、道徳教育推進教師を中心とした指導体制の

充実を図りましょう。

≪提言４ 新たな内容項目への対応≫

「熊本の心」や「私たちの道徳」等を活用して、新

たな内容項目に関連する教材を年間指導計画に位置づ

け、指導展開を工夫しましょう。

≪提言５ 道徳科における家庭・地域との連携≫

「熊本の心」を活用した道徳科の授業を地域や保護

者に公開したり、道徳の授業に家庭や地域の人々の参

加や協力を得たりするなど、家庭や地域との連携を図

りましょう。
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(2)御船小学校の実践

、「 、 『 』 」 、御船小学校では いのち輝き 自他を つなぐ 道徳教育 を目指して

体験活動を道徳の授業に生かす取組を行われています。

各教科等や体験活動と道徳をつなぐことで、児童が授業の中で登場人物と自

分を重ねて考えることができ、道徳的価値を理解させるのに効果的であるとい

。う成果が得られています


